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論文内容の要旨

複合レジン表面は他の修復材料と比べて，プラークが付着しやすいことがしられているが，この現象

は主に，複合レジン研磨面の粗さに起因すると考えられてきた。しかし，一方においてプラーク付着量

は表面粗さと相関が見られないという報告も散見され，この現象を表面粗さの点だけから説明すること

は困難であり，材料がもっ特性の面からの検討も必要であると思われる。

ところで，複合レジンは重合後も残留する未反応モノマーなどがレジン表面から溶出することが知ら

れており，一方，重合した高分子材料からの溶出物が，生体酵素に少なからず影響を及ぼすという報告

もみられる。したがって，複合レジンからの溶出物がプラーク形成に関与することも考えられるが，こ

の観点から検討された研究は未だな L 、。

本研究は，複合レジン構成成分(以下，レシン成分)が，プラーク形成過程のなかの， Streptococcus 

mutans の菌増殖および不溶性グルカン合成に及ぼす影響を検討し複合レジン表面上にプラーク形成

が多い原因の一面を複合レジン材料と口腔細菌の関係から解明しようとしたものである。

まず，レジン成分のグルコシルトランスフエラーゼ (GTase) に対する影響を調べるため，アマルガ

ムと複合レジンの硬化試料およびレジン成分試薬を pH6.8のリン酸緩衝液 (K P B) に，それぞれ 2 週

間および24時間浸漬し各溶出液を調製した。 Str. mutans B 13株の培養上清を硫安塩析して得た組酵

素GTase と[14 C J ースクロースに各溶出液を変量して添加し， 37
0

Cで18時間反応後，不溶性グルカン

合成量を測定した。次に，レジン成分の Str.mutans B 13株に対する最小発育阻止濃度 (M 1 C) 及び

最小殺菌濃度 (MB C) を測定し，抗菌力の大きさの指標とした。さらに，レジン成分の Str.mutans の増

殖に及ぼす影響を調べるため，最初にBrain Heart Infusion培地 (BH 1) を溶出媒とした各種濃度の
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レジン成分溶液に， Str. mutans B 13株を接種後，菌増殖を波長550nm の吸光度 (OD) により測定

した。ついで，寒天平板培養により 12時間培養液の生菌数を算定した。一方，モノマーについてはその

24時間培養液を凍結乾燥し乾燥菌体重量を算出した。特に，トリエチレングリコールジメタクリレー

ト (TEGDMA) ではその存在下で増殖菌体への CHJ ーチミジンの取り込み量を測定し，総菌数

の指標とした。最後に，高速液体クロマトグラフィー (HP L C) により複合レジン溶出液の定性およ

び定量分析を行った結果確認された成分が，その溶出する濃度では， Str.mutans B 13株の GTase活

性および菌増殖にどの程度の影響を及ぼすのかを検討した。

以上の実験より，次の結果を得た。

1.複合レジンの溶出液は対照群に比べて，不溶性グルカン合成量を増加させたが，逆にアマルガム溶

出液は減少させた。レジン成分の中ではTEGDMAおよび:Bis-GMAに不溶性グルカン合成量の増

加がみられたが，多くの重合禁止剤や重合促進剤には著明な減少が認められた。

2. レジン成分のなかにはStr.mutans に対して抗菌剤に匹敵するほどの抗菌力を有する成分は存在せ

ず，現用の複合レジン自体には抗菌力は期待できないことが判明した。

3. レジン成分の各種濃度における増殖曲線を描いたところ， TEGDMAおよび複合レジン溶出液の

存在下ではODが対照群より大きくなったが，その他のレジン成分存在下では影響がみられないか，ま

たは試薬濃度に応じてODの上昇が抑制される結果が得られた。 24時間培養液の乾燥菌体重量も増殖曲

線のOD と同様の傾向を示した。しかし，菌接種12時間後の同じ培養液の生菌数はTEGDMAを含ん

だすべての成分で，濃度の増加とともに減少する結果を得た。 TEGDMAを含有した培地中で増殖さ

せた場合， ODおよび乾燥重量が対照群より増加したのに反し、生菌数が減少したのはTEGDMAを

含有した培地中では Str.mutans の凝集が促進されるためと推察された。そこで， TEGDMAにおい

て， CHJ ーチミジンの取り込み量を総菌数の指標としたところ，濃度が2.0mg/ml までは取り込み量

が増加する結果が得られた。

4. 重合硬化した複合レジンの溶出液中に，主に確認されたTEGDMAはその溶出濃度では不溶性グ

ルカン合成やStr.mutans の増殖を促進する可能性のあることが示唆された。

以上本実験から，複合レジン溶出液はプラーク形成過程のなかの Str.mutans の GTase活性や菌増殖

を増強したが，この増強作用はレジン成分中の，主にTEGDMAの有する増強作用が，重合促進剤や

重合禁止剤の抑制作用を凌駕した結果によるものと推察された。このように，複合レジンから溶出する

モノマーがGTase活性を増強したり，付着した菌の増殖を促進したりして，複合レジン表面にプラーク

形成の多い一因を担っている可能性のあることが示唆された。

論文の審査結果の要旨

複合レジン硬化体表面には他の修復材料の場合と比べて，プラークが付着しやすいことがしられてい

るが，この現象がレジン修復の何に起因するのかについては明らかになっていない。
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本研究は， Streptococcus mutans B 13株を供試菌として，複合レジン溶出成分が不溶性グルカン合

成および菌増殖におよぼす影響を調べたものである。その結果，複合レジン構成成分であるレジンモノ

マー，とくに適度な濃度のトリエチレングリコールジメタクリレート (TEGDMA) に著明な不溶性

グルカン合成および菌増殖の促進作用を認めた。さらにこれらの所見から複合レジン表面でのプラー

ク形成に，レジン表面から微量に溶出するレジンモノマーが大きく関与する可能性のあることが示唆さ

れた。この業績は，複合レジンとくにその溶出成分とプラーク形成との関係の一端を明示したにとどま

らず，レジンに抗プラーク機能を付与する上での貴重な手掛かりを与えたものであり，歯学博士の学位

請求に十分値するものと認める。
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